
１０～１２月 １～３月 １０～１２月 １～３月 １０～１２月 １～３月 １０～１２月 １～３月 １０～１２月 １～３月

今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し

△ 19 △ 46 △ 19 △ 39 20 0 △ 45 △ 24 5 △ 5
(15) (△ 39) (△ 3) (△ 8) (0) (0) (△ 43) (△ 40) (△ 26) (△ 26)

△ 36 △ 27 △ 36 △ 36 △ 20 △ 30 △ 50 △ 36 △ 35 △ 27
(△ 46) (△ 46) (△ 20) (△ 21) (△ 22) (0) (△ 46) (△ 47) (△ 37) (△ 47)

△ 18 △ 18 △ 12 △ 17 0 0 △ 41 △ 38 0 △ 22
(△ 25) (△ 42) (△ 6) (△ 5) (△ 20) (△ 20) (△ 40) (△ 37) (△ 23) (△ 28)

△ 36 △ 22 △ 17 △ 27 △ 11 △ 30 △ 48 △ 36 △ 31 △ 32
(△ 23) (△ 34) (△ 7) (△ 21) (0) (△ 11) (△ 46) (△ 39) (△ 28) (△ 35)

１位

２位

３位 販売単価の低下

需要の停滞

仕入単価の上昇
製品（加工）単価の低
下

需要の停滞

購買力の他地域への
流出

需要の停滞

民間需要の停滞

とくに好調 好調 まあまあ 不振

加茂市中小企業景況調査報告（平成２５年１０月～１２月期）

建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業 サービス業

　回復傾向にあったＤＩ平均値は、前期（７～１０月期）の△２０．８ポイントから７．８ポイント悪化し、△２８．６ポイントとなった。全業種とも
に需要の停滞を当面の課題としてあげており依然厳しい状態が続くと見られる。

売 上 高

経営上の
当面する
問題点

採　　算

資金繰り

業　　況

請負単価の低下

官公需要の停滞

人件費以外の経費の
増加

消費者ニーズの変化
への対応

原材料価格の上昇

需要の停滞
利用者ニーズの変化
への対応

※（　）は前回調査時のＤ・Ｉ値

（25≦DI<50） （0≦DI<25） （△25≦DI<0） （DI<△25）（50≦ＤＩ）

※当所では分析にあたってＤ・Ｉ（好転したとする企業割合から悪化したとする企業割合を差し引いた値）を採用しました。

売上高ＤＩ値は消費
税増税前の駆け込み
需要等により前期まで
回復傾向にあったが、
今期に入り駆け込み需
要が落ち着きを見せは
じめたことから３４ポイ
ン ト の 大 幅 な 悪 化 と
なった。

来期は季節的な要
因もあり、業界全体で
仕事量の減少が予想
される。

 きわめて不振

業種別
コメント

年末商戦を迎え、回
復を期待していたが、
年末に入っても消費行
動は弱く、全項目とも
にほぼ横ばい状態で
あった。

消費者ニーズの変
化、購買力の他地域
への流出などの問題
へ対応するためにも、
大型店との差別化を行
い、消費者とのコミュニ
ケーションを強めるな
ど「品物を売る」こと以
外でのサービスが求め
られる。

忘年会シーズンやク
リスマスなどにより売上
高ＤＩ値で３１ポイントの
回復となった。

来期も新年会や年度
末の歓送迎会などのイ
ベントは多く、個店とし
て更に消費行動を押し
上げるための取り組み
が必要である。

売上高ＤＩ値では２０
ポイントの回復となった
が、仕入単価の上昇、
販売単価の低下など
により業況ＤＩ値は１１
ポイントの悪化となっ
た。

また、来期の見通し
は採算面で３０ポイント
の悪化となっており厳
しい状態が続くと思わ
れる。

常に変化する消費者
ニーズをいち早く捉え
るために業界の動向を
調査し、提案型の営業
を続けることが必要で
ある。

前期まで全項目にお
いて回復傾向にあった
が、今期は全項目とも
に若干 の悪 化と なっ
た。

年末に向けて仕事量
は増加したが、製品単
価の低下や原材料価
格の上昇の影響によ
り、採算面での回復は
難しい状況である。

引き続き積極的な営
業活動による付加価値
の高い受注の獲得が
必要である。

業種

項目
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